
 ＜一覧＞

月日 順番 区分 会派名 質問者名 質問事項

1 未来創政の会 秋山浩志

①消防団員の確保について
②熱中症対策について
③ドッグラン整備について
④優秀な人材確保のための市職員の賃金・労働条件・職場環境改善
について

2
日本共産党

南アルプス市議団
松野昇平

①体育館へのエアコンの設置について
②学校におけるトイレの洋式化と機能向上について
③ＡＥＤ（自動体外式除細動器）について
④狭い道路や交差点の改良について
⑤道路や歩道における草木の管理について

3 新政南アルプス 村松三千雄 ①南アルプスＩＣ周辺エリアの開発について

4 躍進会 相川宗仁
①高齢者福祉対策について
②地球温暖化に伴う高齢者福祉対策について
③遊休農地の解消の取り組みと市民参加型農業の推進について

5 公明党 小池伸吾
①平和教育について
②移住定住促進について

6 かがやき２１ 小林敏徳
①新産業拠点（旧完熟農園の跡地）について
②広河原山荘について

7
日本共産党

南アルプス市議団
河阪　悠

①保育環境の充実について
②放課後児童クラブの土曜日開所について
③地域医療と介護を取り巻く状況について

8 清水麻里 ①障がいを持つ方への就労支援の強化について

9 藤田亜由未
①誰一人取り残さない、多様な学びの場の創出について
②こどもまんなか、夢や希望が描けるまちの実現への取り組みにつ
いて

10 保坂　健 ①安全・安心なまちづくりについて

11 三木　充 ①デマンド交通の導入について

12 飯野　久 ①「まつり」について

13 吉松大樹
①妊産婦の移動手段確保に向けた支援策について
②関係人口の創出・拡大に向けたふるさと住民登録制度について

14 保坂広人
①ロタコ遺跡の在り方について
②民間慰霊碑調査について

15 公明党 齊藤博明
①地域包括支援体制における記録業務の課題克服に向けて
②南アルプス市の次世代を担う若者支援について
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九
月
十
七
日
（

水
）

代
表
質
問

一
般
質
問

九
月
十
八
日
（

木
）

新政南アルプス

躍進会

1



１. (１)

(２)

(３)

未来創政の会１

秋山 浩志

令和７年　南アルプス市議会　第３回定例会（９月）

代　表　質　問　通　告　表

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

　若者人口の減少や都会への人口流出な
どで消防団員の確保は難しいと思う。更
に消防団員の被雇用者の割合が増加して
おり、勤務時間帯である平日昼間の活動
や全ての消防団活動に参加することが難
しい状況である。このため、特定の時間
帯の防災力低下が懸念される。このこと
について市の見解は。

消防団員の確保
について

　消防団員確保は現役団員だけでは負担
が大きく市や自治会等の協力も不可欠と
考える。しかしながら消防団活動への理
解不足・イメージの問題があり、マイナ
スイメージとして「消防団活動はプライ
ベートな時間がなくなる」「飲むイメー
ジが強い」といった誤解や、家族（親や
配偶者）が活動に抵抗を示すケースも根
強く存在する。市はこれらのマイナスイ
メージ払拭についてどのように考えてい
るか。

　女性団員の役割は火災出動や救助活動
だけでなく、応急手当の指導、広報活
動、防災訓練のサポートなど、女性が活
躍できる多岐にわたる役割があることが
知られていない。そこで消防団に女性の
入団を促進するため女性が活躍できる環
境を整えることが不可欠と考える。女性
団員入団に対して市はどのような見解を
持っているか。

2



２. (１)

(２)

(３)

３.

４.

ドッグラン整備
について

　ドッグランを整備し公園における犬を
めぐる事故やトラブルを防止すること
で、安全性、快適性を確保するととも
に、人と犬が互いに気持ちよく利用でき
るレクリエーション空間をつくり、飼い
主のマナーの向上を図ることで、人と犬
とが共存し、にぎわいと楽しさのある公
園づくりを実現することになると思う
が、市の見解は。

　安定性や福利厚生、賃金だけでなく、
ワークライフバランス、多様な働き方、
ハラスメント防止策の徹底、長時間労働
の是正、育児・介護休業の取得促進、身
分の保障など、誰もが安心して働ける職
場環境を整備する等で、市が組織の魅力
を高め、働く上でのメリットを具体的に
示すことが優秀な人材確保に重要だと考
えるが、市の見解は。

令和７年　南アルプス市議会　第３回定例会（９月）

代　表　質　問　通　告　表

優秀な人材確保
のための市職員
の賃金・労働条
件・職場環境改
善について

　現在、市として、消防団に対しどのよ
うな熱中症対策を行っているか。

秋山浩志

１ 未来創政の会 熱中症対策につ
いて

　消防本部として、職員にどのような熱
中症対策を行っているか。

　現在、市として、学校でどのような熱
中症対策をされているか。

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨
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１.

２.

３.

学校におけるト
イレの洋式化と
機能向上につい
て

　衛生面の向上や利用のしやすさだけで
なく、児童・生徒の心理的な安心感を高
めるためにも、学校におけるトイレの洋
式化と機能向上を進めていくべきと考え
るが、市の所見は。

ＡＥＤ（自動体
外式除細動器）
について

　ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の設置
から使用、維持管理まで一貫した救命力
の向上のための取り組みについて、市の
所見は。

２ 日本共産党
南アルプス市議団

体育館へのエア
コンの設置につ
いて

　令和6年第4回定例会での質問で、夏場
の暑さ対策として体育館へのエアコンの
設置を求めた際に、市からは「非常に重
要な問題である。早い段階での設置を検
討していきたい。」という答弁があっ
た。今年も夏季の体育館内は極めて高温
となり、児童・生徒や利用者の健康被害
が懸念されたところであるが、その後の
進捗状況は。

松野　昇平

令和７年　南アルプス市議会　第３回定例会（９月）

代　表　質　問　通　告　表

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨
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４.

５. 道路や歩道にお
ける草木の管理
について

　地域住民からは、毎年のように道路や
歩道の雑草が繁茂することによる不便や
不安の声が寄せられている。道路や歩道
における草木の管理について、市の所見
は。

　令和6年第2回定例会での質問で、住民
との協働による狭い道路問題の段階的解
消を求めた際に、市からは「安心・安全
な住環境を目指す上で、課題の解消に向
けた先進地の事例等研究をしていく。」
「住民参加を基本としたシンポジウムの
開催といった事業を展開するなど、情報
を共有しながら問題を解決していきた
い。」という答弁があった。その後の進
捗状況は。

松野　昇平

令和７年　南アルプス市議会　第３回定例会（９月）

代　表　質　問　通　告　表

２ 日本共産党
南アルプス市議団

狭い道路や交差
点の改良につい
て

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨
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１.

(１) 　「ｆｕｍｏｔｔｏ南アルプス（令和6年
6月30日オープン）」及び、「コストコ
ホールセール南アルプス倉庫店（令和7年
4月11日オープン）」により、地域経済の
活性化や、新たな交流機会の創出といっ
た効果が現れている。
　そこで、交通渋滞は予想に反して見ら
れなかったが、地域住民の生活への影響
（騒音・渋滞等）、経済効果と周辺店舗
への影響等について、どのように捉えて
いるか、市の所見は。

　本市は、南アルプスＩＣ周辺エリアを
「まちの玄関口」と位置づけ、土地活用
や企業誘致を通じて都市機能を創出し、
地域を活性化する「南アルプスＩＣ周辺
高度活用推進計画」を策定し事業を推進
している。この「南アルプスＩＣ周辺整
備事業」は最重要政策（プロジェクト）
として位置づけられている。
　本事業は、リニア中央新幹線の開業を
控え、本市の将来を左右する重要なプロ
ジェクトであり、市民の皆様からの期待
も非常に大きいものと認識している。
　これらを踏まえて。

村松三千雄

令和７年　南アルプス市議会　第３回定例会（９月）

代　表　質　問　通　告　表

３ 新政南アルプス 南アルプスＩＣ
周辺エリアの開
発について

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨
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(２)

(３) 　「ｆｕｍｏｔｔｏ南アルプス」にある
「交通ハブ拠点エリア」は、現在臨時駐
車場として活用しているが、ＩＣ周辺エ
リア全体における交通環境のあり方につ
いて、将来を見据えた交通拠点整備の
ロードマップを示す必要があると考え
る。
　そこで、改めて、交通拠点の全体的な
整備方針と現在の進捗状況について伺
う。

　「ｆｕｍｏｔｔｏ南アルプス」の「地
域交流エリア（ヒカレヤマナシ）」や
「大型商業エリア（コストコホールセー
ル南アルプス倉庫店）」が賑わいを見
せ、交流人口の拡大に大きく貢献してい
る。これらの施設がもたらす活気を、市
全体の更なる発展へと繋げていくために
は、ＩＣ周辺のまちづくりを加速させて
いくことが不可欠であり、本事業の進捗
こそが、本市を次世代へ引き継ぐための
重要な鍵であると確信している。
　そこで、南アルプスＩＣ周辺整備事業
の進捗状況と今後の進め方について伺
う。

村松三千雄

令和７年　南アルプス市議会　第３回定例会（９月）

代　表　質　問　通　告　表

３ 新政南アルプス

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨
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１.

２. 地球温暖化に伴
う高齢者福祉対
策について

　近年、気温上昇に伴う猛暑日や熱帯夜
の増加は、全国的な傾向となっており、
線状降水帯の発生による大雨の被害など
地球温暖化によって市民の健康・生活・
経済社会基盤に及ぶリスクが以前にも増
して高まっているのが現状である。本市
においても、高齢化が進む中、温暖化の
影響を考慮した高齢者福祉の在り方につ
いて改めて見直すべきと考えるが、本市
の見解は。

４ 躍進会 高齢者福祉対策
について

　高齢者いきいきプランについて、令和6
年度から8年度にかけての計画が示されて
いる。本市においても、総人口の3割が65
歳以上の高齢者である。本年は、中間年
の7年度だが、6年度の課題を含め、深
化・推進状況は。

相川　宗仁

令和７年　南アルプス市議会　第３回定例会（９月）

代　表　質　問　通　告　表

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨
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３.

(１)

(２)

遊休農地解消に向けての取り組み
　昨年6月に本市も支援を行いＪＡ南アル
プス市が立ち上げた農業法人「株式会社
あぐりファームＪＡ南アルプス市」の取
り組み状況と農地中間管理機構の貸借の
状況について、現在の状況は。

市民農園による遊休農地解消などの取り
組み
　食料価格の高騰や地産地消の重要性が
増す中、野菜の自家栽培や市民農園への
関心が高まっている。
　そこで、本市が遊休農地を整備・区画
化し市民に野菜栽培用として貸し出す
「市民農園」を各地区において展開でき
るように提案するが、本市の見解は。

　本市でも遊休農地の増加が進み、農地
の荒廃や害虫の発生の要因となり、コス
トコなどの企業を誘致し来訪者も増えた
ものの観光を目指す本市としても景観の
悪化が懸念されている。

相川　宗仁

令和７年　南アルプス市議会　第３回定例会（９月）

代　表　質　問　通　告　表

４ 躍進会 遊休農地の解消
の取り組みと市
民参加型農業の
推進について

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨
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１. (１)

(２)

(３)

(４)

(５)

２. (１)

(２)

　本市には、戦時中の貴重な文化財等が
保存されているが、今後、活用した取り
組みについての考えは。

移住定住促進に
ついて

　令和5年6月議会において質問した移住
定住促進について、その後の進捗状況
は。

　ふるさとワーキングホリデー事業導入
について、市の考えは。

　戦争体験者が少なくなっている中、今
後どのように継承していくか、考えはあ
るか。

５ 公明党

　市民向けの平和教育の取り組みは。

令和７年　南アルプス市議会　第３回定例会（９月）

代　表　質　問　通　告　表

平和教育につい
て

　小中学校における、児童・生徒への平
和教育の現状は。

小池　伸吾

　小中学校での平和教育の今後の課題
は。

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨
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１. (１)

(２)

(３)

　募集案内の中で、「集客、交流の機能
を持つ新たな産業拠点」を創出し、企業
と地域のブランド化とともに地域活性化
を実現したい。とあるが、今まで新たな
産業拠点を創出し、企業と地域ブランド
化をどの様に創出されているか。

　12ha全てが交流拠点であり「人々が集
い地域とつながる集客交流拠点」をコン
セプトに同跡地の再開発を進めた。ｆｕ
ｍｏｔｔｏ南アルプスでどのような集客
交流を行ったか。

小林　敏徳

令和７年　南アルプス市議会　第３回定例会（９月）

一　般　質　問　通　告　表

６ かがやき２１ 新産業拠点(旧
完熟農園の跡
地)について

　南アルプス12ha整備事業募集案内の中
の「土地利用のあり方」の項目の「12ha
の目的」に、地域の資源を活用し、体
験、交流、健康、教育の枠組みにより、
多様な事業を展開します。とあるが、ｆ
ｕｍｏｔｔｏ南アルプスのオープンから1
年2カ月が経過した今、どのような取り組
みが行われているか。

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨
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(４)

(５)

２. (１)

(２)

(３)

広河原山荘につ
いて

　オープンから3年が経過した。建設当
時、山岳観光及び森林環境教育の拠点と
する。としていたが、計画された事業は
行われているか。

　森林環境教育を推進するために林間学
校を受け入れる。としていたが、林間学
校の受け入れは行われたか。また、その
内容は。

　広河原山荘の登山者以外の方々の利用
状況は。また、頻繁に利用すると考えて
いるか。

　募集案内の中で、雇用創出奨励金を支
給する。としている。現在の奨励金の支
給状況は。

　参入企業を対象に支援メニューの「地
代軽減措置」を行った。その内容は、a)
借地期間開始後1年間は、事業用地の賃借
料を免除、b)2年目以降の1年間は賃借料
の80%を軽減する。となっている。現在の
賃借料はいくらか。

小林　敏徳

令和７年　南アルプス市議会　第３回定例会（９月）

一　般　質　問　通　告　表

６ かがやき２１

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨
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１. (１)

(２)

(３)

(４) 　夏場の保育所での水遊び、プール遊び
等における暑さ対策について、市の所見
は。

　令和6年第4回定例会での質問で、市内
の保育所で徴収されている副食費の無償
化を求めた際に、市からは「他市町村の
状況と財源の利活用を見極めるなか、今
後とも検討を進めていく。」との答弁が
あった。その後の検討状況は。副食費は
保育料、給食費を無償化してきた子育て
応援の観点から同様に無償化すべきと考
えるが、市の所見は。

　現在実施している土曜保育に加えて日
曜保育を実施し、土曜日、日曜日に仕事
がある保護者が安心して子どもを預けら
れる環境の整備を進めるべきと考える
が、市の所見は。

　保育所の昼寝用の布団の持ち帰りは、
複数の子どもを通わせる世帯や持ち帰る
荷物が多い時など保護者にとって負担に
なっている。保育所で寝具を用意し、布
団の持ち帰りの負担を無くすべきと考え
るが、市の所見は。

河阪　悠

令和７年　南アルプス市議会　第３回定例会（９月）

一　般　質　問　通　告　表

７ 日本共産党
南アルプス市議団

保育環境の充実
について

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨
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２.

３. 地域医療と介護
を取り巻く状況
について

　赤字経営の医療機関の増加、急性期病
床の削減、訪問介護報酬の削減など地域
医療と介護を取り巻く深刻な状況がある
中、市はどのように市民の命と健康を
守っていくのか、市の所見は。

　今年度4月から8月末まで試験的に行わ
れてきた放課後児童クラブの土曜日預か
りについて、今後も継続するべきと考え
るが、市の所見は。

河阪　悠

令和７年　南アルプス市議会　第３回定例会（９月）

一　般　質　問　通　告　表

７ 日本共産党
南アルプス市議団

放課後児童クラ
ブの土曜日開所
について

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨
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１.

(１)

(２)

(３) 　「働きたい」という障がいのある方が
自分に合った就労先や働き方を選択でき
るよう、就労アセスメントを通して支援
する障害福祉サービス、「就労選択支
援」が令和7年10月1日よりスタートす
る。市としてどのような準備をしている
か。

　基本方針の1つに、「障がい者の社会参
加を支える取組」と掲げているが、就労
支援についてはどのような取り組みを
行っているか。

８ 新政南アルプス 障がいを持つ方
への就労支援の
強化について

　市は第7期障害福祉計画の中で「自立と
共生社会の実現」という基本理念のも
と、8つの基本方針を掲げている。この基
本方針を踏まえて問う。

清水麻里

　障がいのある人の就労支援のため、地
方公共団体などの公共機関が物品やサー
ビスを調達する際、障がい者就労施設な
どから優先的に調達する事を努めるよ
う、障害者優先調達推進法が定められて
いる。市の取り組み状況は。

令和７年　南アルプス市議会　第３回定例会（９月）

一　般　質　問　通　告　表

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨

15



１. (１)

(２)

(３) 　甲西農村環境改善センター改修工事
後、同所に教育支援センターＷｉｎｇが
再び開所される予定であるが、開所に併
せ「こどもの居場所」としてのセンター
の役割や運用について改めて検討する必
要があると考える。令和6年第1回定例会
において、運営方針の策定の必要性につ
いて取り上げているが、現在の進捗状況
は。

９ 新政南アルプス 誰一人取り残さ
ない、多様な学
びの場の創出に
ついて

　近年増加傾向にある、不登校や行き渋
り等の児童生徒に対するサポートのた
め、文部科学省が示しているＣＯＣＯＬ
Ｏプランに推奨される「校内フリース
ペース」を本市の学校内にも設置する必
要があると考えるが、その整備につい
て、本市の考えは。

藤田亜由未

　現在、保健室登校や別室登校への対応
が各学校でばらつきがあると保護者から
の声が届いている。市内の公立学校にお
いて、各学校の対応が様々であることは
公平性に欠けるため、どの学校に在籍し
ていても、ＣＯＣＯＬＯプランに示され
る対応がなされるよう市内全校での理解
と実施が必要であると考えるが、市の見
解は。

令和７年　南アルプス市議会　第３回定例会（９月）

一　般　質　問　通　告　表

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨
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２. 　第3次南アルプス市総合計画では「こど
もまんなか、夢や希望が描けるまち」の
実現を掲げているが、「こども自身の権
利」を明確に保障する条例は策定されて
いない。 近年では、全国及び県内自治体
においてもこどもの権利を保障する条例
を制定し、具体的な取り組みを行ってい
る。本市においても「こどもの権利」を
保障するための条例を制定すべきと考え
るが、市の考えは。

藤田亜由未

令和７年　南アルプス市議会　第３回定例会（９月）

一　般　質　問　通　告　表

９ 新政南アルプス こどもまんな
か、夢や希望が
描けるまちの実
現への取り組み
について

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨
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１. (１)

(２) 防犯灯について
　防犯灯は、夜間における市民の安全で
安心な生活を送る上で欠かせないもので
ある。その効果は、夜間の交通事故の防
止、犯罪の防止や抑制、夜間の市民の安
全な通行と、市民生活に不可欠のもので
ある。
　しかし、市内にはいまだ未設置で、夜
間に暗い道もある。
　そこで、本市の防犯灯の設置状況をど
のように捉えているか。

防犯対策について
　本市の第3次総合計画基本構想において
は、安全・安心なまちの姿のなかで令和
16年での犯罪認知件数100件の目標値を掲
げている。
　しかし、最近の南アルプス市内におけ
る犯罪認知件数の推移をみると、令和3年
が174件、令和4年が199件、令和5年が213
件、令和6年が228件とコロナ禍以降増加
傾向にある。
　また、全国的には、近年の闇バイト型
の無差別強盗など、市民の安全を脅かす
犯罪も増加している。
　市として防犯カメラのネットワーク化
やリース化による一元管理の推進、警察
との連携強化など、総合的な防犯対策を
講じる必要があると考えるが、市の所見
は。

１０ 新政南アルプス 安全・安心なま
ちづくりについ
て保坂　健

令和７年　南アルプス市議会　第３回定例会（９月）

一　般　質　問　通　告　表

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨
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１.

(１)

(２) 　コミュニティバスの運行と、タクシー
券の配布事業のデマンド型交通導入後の
扱いは。

１１ 新政南アルプス デマンド交通の
導入について

　軌道交通のない本市において、市民の
移動手段は、当然のように自家用車に
頼っているのが現状である。公共交通と
しての路線バスも、その影響で路線の縮
小とバスの運行本数の減少を余儀なくさ
れ、近年その路線を補うがごとく、市営
のコミュニティバスが投入されたが、時
を選ばずドアツードアの便利さのマイ
カーには、移動手段ではかなわない。本
市において、コミュニティバスの運行と
高齢者へのタクシー券の配布は、それな
りの成果を出した施策ではあるが、この
ドアツードアの便利さからは、なかなか
抜け出せないのが実情である。移動に関
しては、ワンアクションで完結する移動
手段がデマンド型交通であるといえよ
う。

三木　充

　本年6月の地域公共交通会議において、
本市でデマンド交通の実証運行を提案し
たと聞くがその内容は。

令和７年　南アルプス市議会　第３回定例会（９月）

一　般　質　問　通　告　表

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨
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１. (１)

(２)

(３) 　市民参加型として地域活性化を主眼と
したまつりについてどのように推進して
行くのか、基本的考えは。

１２ 新政南アルプス 「まつり」につ
いて

　まつりは歴史文化を中心とした神事に
由来したまつりと地域活性化効果を期待
するまつりに大別されると考える。
　まず、今回質問する上において、様々
な要件を共有してからと考える。
　そこで、南アルプス市内各地で開催さ
れているまつりの効果についての認識を
伺う。

飯野　久

　南アルプス市の歴史文化の理解は市民
のシティプロモーション行動において重
要と考える。
　そこで、市民が最も参加しやすい歴史
文化に基づくまつりについてどのように
把握し位置づけ、支援しているか。

令和７年　南アルプス市議会　第３回定例会（９月）

一　般　質　問　通　告　表

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨
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１.

２. 関係人口の創
出・拡大に向け
たふるさと住民
登録制度につい
て

　本市の総合戦略に掲げる関係人口の創
出・拡大の重要性について、市としてど
のように認識されているか、また、現
在、どのような取り組みを進めている
か。

　本市における周産期医療の現状、すな
わち、市民が出産に際して必ず市外の医
療機関に頼らざるを得ないという構造的
な課題について、市の認識は。

吉松大樹

令和７年　南アルプス市議会　第３回定例会（９月）

一　般　質　問　通　告　表

１３ 躍進会 妊産婦の移動手
段確保に向けた
支援策について

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨
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１.

２. 民間慰霊碑調査
について

　厚生労働省は、民間建立の戦没者慰霊
碑1万6千基について、管理状況や損壊の
有無を調べる全国調査を実施している。
全国では、遺族会や住民の高齢化が進む
などして管理が困難になり、「碑」の劣
化が進んでいると想定され、今後もこの
ようなケースが増えると想定されている
が、本市の状況は。

　戦後80年、昭和100年の本年、市内にも
戦争遺跡として御勅使川扇状地上に、い
わゆる「ロタコ」がある。戦争の遺跡と
して、80年が経過する中で、戦争遺跡
「ロタコ」の在り方についての本市の見
解は。

保坂広人

令和７年　南アルプス市議会　第３回定例会（９月）

一　般　質　問　通　告　表

１４ 躍進会 ロタコ遺跡の在
り方について

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨
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１. (１)

(２) 　厚生労働省が進めてきた包括的支援体
制推進の先駆的自治体では、多様化、複
雑化する各家庭の諸課題に対し、個々人
に丁寧に向き合う時間を創出するための
検討を重ねてきた。
　そのために各自治体では、支援記録作
成時間を短縮させ、かつ簡潔明瞭に実践
を見える化する意味から、「Ｆ—ＳＯＡＩ
Ｐ」（エフソ・アイピー）という生活支
援記録法を導入している。本市でも導入
への検討を提案するが、見解は。

　保健福祉の現場における支援記録は、
本来、支援の質を高め、チーム連携を支
える大切な業務であることは言うまでも
ない。しかし、自身の経験からも、日々
の現場業務に追われ後回しになったり、
職員ごとの書き方に相違があるなど、現
場に大きな負担をもたらしているのが実
情であった。
　本市の保健福祉の各担当課において
も、様々な個人ケースを取り扱う記録業
務があることは理解しているが、記録の
記載について何らかの指針となるような
マニュアルや記録法が存在するか。

齊藤　博明

令和７年　南アルプス市議会　第３回定例会（９月）

一　般　質　問　通　告　表

１５ 公明党 地域包括支援体
制における記録
業務の課題克服
に向けて

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨
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２. 　大学等の進学を契機とした若者世代の
人口流出を抑制し、将来的な定住促進を
図ることを目的に、県外の大学等に電車
で通学するための通学定期券購入費用の
一部を補助することを提案するが、市の
見解は。

齊藤　博明

令和７年　南アルプス市議会　第３回定例会（９月）

一　般　質　問　通　告　表

１５ 公明党 南アルプス市の
次世代を担う若
者支援について

質問
順位

質問者 質　問　事　項 質　問　要　旨
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